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                      (Director: Prof. T. Tomoyoshi )
   The architecture of mixed uric acid and calcium oxalate stones was studied by polarized light 
microscopy. Some uric acid stones contained calcium oxalate stones (whewellite or weddellite) as 
a nucleus. Other uric acid stones contained calcium oxalate crystals in the nucleus or inner por-
tion. A uric acid stone covered with layers of calcium oxalate was also found. 
   In the mixed stones, nuclei of randomly mixed fine grained whewellite and uric acid were seen 
and both crystals appeared in alternating sequence in the outer layers. Weddellite crystals dissolved 
layers of uric acid and invaded into them in the nuclear or peripheral zones. Whewellite may 
precipitate in the same or a similar condition as uric acid precipitates. whereas weddellite may 
precipitate in a different condition. 
   We discussed the pathogenesis of mixed uric acid and calcium oxalate stones, heterogeneos 
nucleation and epitaxial growth based on a morphologic study of the mixed stones. 
(Acta Urol. Jpn. 34: 1529-1535, 1988)
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緒 言
尿酸 結 石は 純 粋 の も の も多 い が,蔭 酸 カ ル シ ウ ム
(CaOx)含有 の もの も少 なか らず 認め られ る1-4)ま
た,日 常 診療 に おい て 尿 沈 渣 中 にCaOxと 尿 酸
(UA)の結 晶が 共 存 して 認 め られ る こ と もた び た び
で,UAとCaOxと の間 に なん らか の相 互関 係 が 推
察 され る.そ こで 尿酸結 石,と くにCaOxの 混 合結








調 べ られ た 尿酸 結 石 は20例で,純 粋 の もの9例(腎
結 石1,尿 管結 石3,膀 胱 結 石5),混 合結 石ll例(腎
結 石5,尿 管 結石1,膀 胱 結 石5)で あ った.
結 果
尿酸結石の薄切標本を偏光顕微鏡にて観察すると,
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uricaciddihvdrateの結 晶 と思われ た.
CaOxとUAの 混 合 結 石 の構 成 はTable1の ご
と くさ ま ざ まで,核 部 がCaOxで 外層 がUA(Fig.
2,3),核部 がUAで 内層 にCaOxを 混 じ外 層 が
UA(Fig.4),核部 がUAとCaOxの 混 合 で 外層
がUAあ るい はCaOX(Fig・5)な どが 見 出 され
た・ また 尿 酸結 石 の 表 層部 にCaOxが 付 着,増 大 し
た もの(Fig.6)もみ られ た.
まずCaOxを 核 とす る 尿酸 結 石 はFig.2、3の ご

























増 大成長 し,尿 酸 結石 に 変化 した もので あ る.核 とな
る蔭酸 結 石は2水 化 物CaOx・2H20の もの,1水
化物CaOx・H20の もの 両 方 が認 め ら れ た.Fig.
2Aは サ ン ゴ状 腎 結石 で,核 部 はCaOx・2H20,
CaOx・H20の 混合 結 石 で あ った.核 部 お よび 内層
は疎 で,周 辺 部 は 層状 密 に な って いた.蔭 酸 結 石 と尿
酸の 層 の移 行部 はFig.2Bの ごと くで,粒 状 のCa-
Ox・H20の 外 層 に菱 形 のCaOx・2H20お よ び
CaOx・2H20の 仮 像 を なすCaOx・H20,さ らに
粒 状 の尿 酸の 結 晶 の順 に認 め られ た.移 行 部 は結 晶間
隙 もひ ろ く,不 安 定 な状 態 と考 え られ,さ らに 尿 酸結
石 の 最 外 層 は 放射 状 の 結 晶が 同心 円状 に 層構 造 を と
り,次 第 に 安 定状 態 に な っ て い っ た も の と 推察 さ れ
る.ま たCaOx・H20を 核 とす る結石 はFig・3A
の ご と くで,こ れ は膀 胱 結 石で あ るが,同 心 円状 層構
造が 明 らか で,中 心部 よ り認 め られ た.核 部 との移 行
部はFig.3Bの ごと く,CaOx・2H20の 場 合 と異
な り,密 なCaOx・H20の 結 晶が 層構 造 を と り,そ
の外側 に これ も密 に放 射 状 一 層 状 にUAの 層 が 接 し
てい る.
核部 は尿 酸 で はあ るが,と こ ろ どこ ろ蔭 酸 の層 を 含
む結 石 もみ られ た(Fig.4A,B).Fig.4Aは尿管 結
石 であ るが,UAの 核 部を 取 り巻 くよ うにCaOx・
H20の 結 晶が 見 られ た.こ れ は尿 酸 結石 の成長 の途
中で 尿性 状 が変 化 し,CaOx・H20が 析 出沈 着 した
もの と思 われ た.Fig.4Bは腎結 石 であ るが,粒 状 の
UAと 粒 状 のCaOx・H20の 層 が交 互 に み られ た
り,UAの 層 内にCaOxの 結 晶が 混在 してい る のが
み られた.混 在 して い る場 合 は,粒 状 のUAとCa-
Ox・H20は ほ ぼ 同時 に析 出 した も の と 思わ れ,層
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に混合 してみられ,外 層はUAで あった.こ の混合
の核部にはPAS陽 性の有機成分および非晶質物が比
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較 的 多 く,核 部に と りま く ように 層構 造 を と って い
た.そ して,CaOx・2H20の 結 晶の 一部 は 尿 酸 の層
に付 着 した り,尿 酸 の層 を 切 った り,有 機 成 分 の層 を
切 った り,歪 め た り して成 長 して いた,ま た,中 心 部
の 核部 に もCaOx・2H20の 結 晶が あ り,こ の核 部
お よび 近傍 のCaOxの 結 晶 は 同時 に で きた ものか,
核部 が 先 で後 に 近傍 のCaOxの 結 晶 が で きた もの か
不 明で あ るが,少 な くと も近傍 のCaOx結 晶 は尿 酸 の
結 晶析 出後 に遅 れ て 析 出 した もの と思 われ る.す な わ
ち全 体 と して は 尿酸 と非 晶質物,有 機 成 分 が あ った と
こ ろにCaOx・2H20の 結 晶群 が 侵入 してい った状
態 か と推察 され た.Fig.5Bでは,核 部 はCaOxと
UAの 混 合 で外 層 はCaOxの 結 石 であ る が,核 部 の
CaOxは 粒 状 のCaOx・H20で,UAも 粒 状 であ
った.こ の 両方 の 結 晶は 混 在 し,ど ち らが 先に 析 出 し
た か は不 明で あ る.
す でに 形 成 され た 尿 酸結 石 にCaOxの 結 晶 が析 出
沈 着 した 結 石 も見 られ た.Fig.6Aは尿 酸結 石 の一 部
が 溶蝕 され,そ こにCaOx・2H20の 菱 形 の結 晶 ま
た はCaOx・2H20の 仮像 をなすCaOx・H20の
結 晶が 侵 入 して 覆 って し まい,外 観 は 蔭 酸結 石 と見 ら
れ た も の で あ る.結 石 の 内 側 か ら は放 射 状 層構 造 の
UAに 不 規 則 なCaOx・2H20の 菱形 の結 晶 が侵 食
し,外 側 か ら は粒 状 のCaOx・H・O,さ らに 菱形 の
CaOx・2H20の 結 晶 が 溶 蝕 して い た.ま た,Fig.













































































































































































































































5)吉 田 修=日 本 に お け る 尿 路 結 石 症 の 疫 学.日 泌
尿 会 誌70:975-983,1979
6)高 崎 悦 司,村 橋 勲=1,020尿 石 症 患 者 の 結 石 分 析
日 泌 尿 会 誌73=658-665,1982
7)山 本 修 三,平 石 攻 治=尿 酸 蔭 酸 カ ル シ ゥ ム混 合 結
石 形 成 因 子 の 検 討.日 泌 尿 会 誌75:1461-1466,
1984
8)鳥 越 勲:尿 路 結 石 の 偏 光 顕 微 鏡 的 研 究 特 に 構
造 に つ い て 第3編 尿 酸 結 石 ・シ ス チ ン結 石,不 明











































19)野 々 村 光 生,川 村 寿 一,上 田 員,岡 田 裕 作,竹
内 秀 雄,吉 田 修:上 部 尿 路 結 石 の 成 因 に 関 す る
研 究 一 尿 路 結 石 形 成 危 険 因 子 の 検 討.泌 尿 紀 要
32:311-325,1986
(1987年10月20日受 付)
